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翻訳文 

付加価値デザイン 

 

良いデザインの喜びの１つは、それが審美的な物と機能的な物の間に

ある素晴らしい緊張だろう。 我々はこれらの作品を使うか、あるいは

ただそれらを眺め称賛するだけなのだろうか？ 日本の金属造形作家、

ジュンジ・コニシは、２つの国の多様な芸術的な伝統を結合させ、銀

の持つ生まれつきの優雅さを、その輝きとともに美として表現し日常

的な作品を創作している。 
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コニシの作品は多くの場合、ミルク差し、ティーセット、

塩胡椒差し、花びん、水差しあるいはリキュールカップ

のような、日常的、機能的な作品である。 けれども、そ

れらの優雅さと力強さは、それらの機能性を偽るだけで

はなく、作品として永久にショーウインドーに入れるよ

うにと幸運な持ち主に囁くだろう。 

結局のところ、コニシの美しい機能的な工芸品を集める

ことは、 生国、日本で東洋と西洋の文化が混在する中、

日本の伝統の強さと同じぐらい強いものであろう。  

 

レイ・ステビンズ（金属工芸科の教授） は コニシが１９９

０年から勉強した RMIT 大学（王立メルボルン工科大学） 

で、両方の文化からの人々に対し作品を通して交流を進め

た。これが最も重要な コニシの仕事であり、すなわち、２

つの文化的な慣習を混合させることの様相であると言える。 

ジュンジは以前に日本で、伝統的な金属加工技術を学び、

教えてきた。最終的にフルタイムの芸術家になるため大学

教官の道を断念して、彼の技術・技能をより審美的な意味

を持つため探究し始めた。 

必然的に、彼は現代の懸念を持たれている伝統的慣行と、

多くの問題を、１９９０年にメルボルン、RMIT 大学にお

ける研究に導き、解決する方法を探しだした。  

 



 

 

 

また素材として、銀の他にオーストラリアでは銅、スチー

ルとステンススチールを使って創作、研究を続けた。 

銀を使っての３次元の作品は、貴金属としてのそのステー

タスのためにではなく、その独特の特性のためだったと強

く主張している。 

ステビンズによれば、コニシの仕事は驚くほど新鮮な、そ

して美しい芸術を生み出し、作品が高く評価された。  

コニシは形を追求する中、日本の自立した美術品の持つ機

能性と質素さを通して、我々の日常生活に繋がっているシ

ンプルな、優雅な、そして洗練された作品を作り出すため

に、西洋の彫刻の伝統を持ち込んでいる。  

これは西洋の非宗教的な精神の個人主義と、日本の美の精

神性を兼ね備えた考えを持ち続ける必要があるからであ

ろう。 

 

 

レイ・ステビンズは、計５年間、 コニシ が RMIT大学に

おいて創造的なチームの貴重なメンバーでもあったこと

から、これを文化交流の一環として位置付けている。多く

の人たちが彼を知ったのも作品を通して、創作活動を通し

てである。 

コニシは RMIT 大学の芸術、デザイン学部で最初の博士

課程候補者であって、そして最終的に日本に戻るだろう。 

すでに、彼はオーストラリアと彼の働いていた県で彼の作

品を展示する美術館を設立し日本でも成功している。 

彼の最近の作品は主に大いにエネルギーを与えられた機

能的な日常品、静的なままでいることと動きを突然始める

ことの間に、緊張の状態にあるかのいずれかであろう。自

身をサポートしようとしているように思われるティーセ

ット、部屋から部屋までろうそくを置くかもしれないキャ

ンドルホルダー、口に傾きのあるリキュールカップ、そし

て塩胡椒入れは、振りかけ用の製品のように塩を振って、

それ自身その美しさとともに、その機能を果たすだろう。 
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